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1月 22日 核兵器禁止条約が発効 

核兵器廃絶への最初の一歩と秋田駅前でアピール 

日本政府の条約への署名・批准を求めて 

被爆者の長年の願いが結実した「核兵器

禁止条約」の発効を記念し、さらに核兵廃絶

に向けて努力する決意と、何よりも被爆国

の日本政府が禁止条約に署名・批准するこ

とを求めるとりくみを強める決意を込めて秋田駅前で 30 人が参加し

てアピールしました。禁止条約の発効により、核兵器は違法化され、

国際社会の規範として核兵器の使用を含むあらゆる活動が禁止されます。 

この条約は、核兵器の禁止・廃絶を求めてきた被爆者や世界と日本の運動、諸国政府とそ

の共同の成果です。秋田県も 10 万筆余の県民署名を集約して条約の成立に貢献しました。 

 スタンディングを見た通行人からは「被爆国として原水爆反対だと言いながら、禁止条約

に参加していないの？アメリカに遠慮することではないのに、おかしい」「今日、ニュース

で政府は署名しない、と言っていたが信じられない」などと政府の対応に驚きの声が寄せら

れました。日本政府に署名を積み上げて条約参加を迫りましょう。 

原水爆禁止運動の出発点となった 3・1 ビキニデー 

今年はオンライン開催です。多くの皆さんの参加で成功させよう 


